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　7月10日（日）に投開票された「第 24 回参議院議員選挙」

において、2期目の当選を果たさせていただきました。

民進党は、比例代表で 22名の候補を擁立しましたが、

うち半数の11名しか議席を得られなかった厳しい戦いで

した。その中で、全国で17万1486人もの皆さんに「石橋

みちひろ」と名前を書いていただき、議席を維持出来た

ことは、本当に嬉しく、ありがたく思いますし、その

ご期待の大きさと責任の重さをあらためて痛感してい

ます。これからの6年間、これまで以上に奮闘し、応援

いただいた皆さまのご期待に応えて参ります。

　今回の参院選は、全体として民進党にとって厳しい

結果に終わりました。3年前の参院選からみれば、得

票も獲得議席も増え、今後の反転攻勢に向けて一筋の

光明を得た思いもあります。しかし、安倍政権の数の

力が参議院でも一層強化されるとともに、改憲に積極

的な勢力が参議院でも3分の2以上になってしまったこ
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とは、私たちがめざす政策の実現に向けて大変大きな

ハードルになることは間違いありません。今後、安倍政

権が「（一部の）企業の活躍」のために労働者保護ルール

のさらなる改悪や社会保障の切り下げを推進しようと

する中、参議院での闘いも一層厳しく、難しくなりま

すが、だからこそ、ここからが本当の頑張りどころです。

　私たちの目標は、なにより雇用の安定を取り戻し、

全世代の暮らしの安心を創り育むことで、貧困や格差、

差別や排除のない社会・経済の発展と真の恒久平和を

次代につないでいくことです。そのためにも、これ以

上の安倍政治の暴走は許さないという強い決意で、2期

目の国政に全力で邁進して参りますので、これまで以

上のご支援とご協力をどうか宜しくお願いします。
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石橋みちひろの情報発信

・下記URLか右端QRコードを入力する
　https://www.facebook.com/i.michihiro
・「石橋みちひろ  政治家」の Facebook 画面になったら「いいね！」をクリックする。

「石橋みちひろ」
公式Web サイト

「石橋みちひろ 政治家」
Facebookページ

・「石橋みちひろ」で検索
・下記URLか右端QRコードを入力する
　http://www.i484.jp/

6.27( 月 ) 愛媛

6.29( 水 ) 大阪 6.30( 木 ) 愛知

6.23( 木 ) 沖縄 6.24( 金 ) 熊本

7.2( 土 ) 島根

7.7( 木 ) 函館

7.6( 水 ) 宮城

7.9( 土 ) 東京・最終日

6.23( 木 ) 東京 / 6.24( 金 ) 福岡 / 6.25( 土 ) 福岡 / 6.26( 日 ) 広島 / 
6.28( 火 ) 京都 / 6.28( 火 ) 滋賀 / 6.29( 水 ) 静岡 / 6.30( 木 ) 岐阜 / 
7.1( 金 )神奈川 / 7.2( 土 )鳥取 / 7.3(日 )大阪 / 7.4( 月 )群馬 / 7.4( 月 )
新潟 / 7.5( 火 ) 埼玉 / 7.5( 火 ) 栃木 / 7.6( 水 )青森 / 7.8( 金 ) 千葉

８月１日～３日
９月１５日
９月中旬～

第１９１回臨時国会（議長・副議長の指名など）
民進党代表選挙（９月２日告示）
第１９２回臨時国会（平成２８年度第二次補正予算、TPP 関連、税制関連、通常国会からの継続法案など）

6.22( 水 ) 品川・第一声

ー 全力で全国を駆け巡った18日間 ーー 全力で全国を駆け巡った18日間 ー

　この2年間で全国を３周近く行脚しましたが、特に
昨年の安保法案強行採決以降、安倍政権に対する心
配・懸念の声が格段に強くなりました。ある集会で、
実際に戦争を体験された OB の先輩が、目に涙を浮
かべながら私の手を握り、「再び若者が戦場に行くよ
うなことがないよう、何としても平和を守ってほし
い」と訴えてこられました。多くの皆さんの平和の
願いを胸に、がんばっていかなければなりません。

　日本社会の将来を考える時に、少子化と人口減少、
そして高齢化の進展の問題は、あらゆる政策の大前
提として考えなければならない大きな問題です。特
に、雇用の立て直しによって、若い世代の皆さんが
結婚したい時に安心して結婚して、安心してお子さ
んを授かっていただける環境を創り直していくこと
が喫緊の課題です。ある時、若い世代の方から「非
正規雇用で、もはや恋愛すら出来ません」と言われ
たことが強く印象に残っています。このままでは日
本の未来が危うい、そういう危機感をもって正しい
労働・雇用政策を追求していきます。

2 期目の思い
平和をつなぐ

当面の国会動向

若者の未来と日本の未来


